
油圧カプラとは
油圧カプラとは、油を漏らすことなく容易に油圧ホースを繋ぐことができる継手のことです。

油圧カプラのトラブル

50t クラス解体機仕様のアームシリンダロッド側の作動油は、20℃の気温（油温）上昇によって
1ℓ程度膨張します。⇒油圧が高くなる！！

①、②で作動油を止めています。 ③、④で作動油を止めています。
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油圧カプラについて知っていますか？
油圧カプラはアタッチメントの着脱時に便利ですが、正しく使用しないとトラブルに繋がります。

構造をよく知り、トラブルを防止しましょう。

① Oリング ② シール

本体側カプラ
③ シール

アタッチメント側カプラ

　高圧状態で油圧カプラを取り付けようとした場合、一気に内圧が解放されることにより油圧カ
プラのシールが損傷する恐れがあります。
　気温が上がる春から夏に、長期保管しているアタッチメントを取り付ける場合は配管内の作動
油温が上昇し体積が増えることで非常に高圧になるため、油圧カプラのトラブルが起きやすくなっ
ています。

④ シール



コベルコ建機日本株式会社
　本　　　社　〒272-0002　千葉県市川市二俣新町17　☎047-328-7111
　北海道支社　☎011-788-2382 東 北 支 社　☎0223-24-1141
　関 東 支 社　☎047-328-2322 上信越支社　☎025-259-3711
　中 部 支 社　☎052-603-1201 関 西 支 社　☎06-6414-2108
　中四国支社　☎082-810-3660 九 州 支 社　☎092-410-3030

油圧カプラを理解し、トラブルが起きないようにしましょう。

◆油圧カプラ取り外し前
機械を十分に暖機運転させ作動油温を上げる⇒圧抜きを行う⇒取り外す。
⇒外気温により配管内の圧力が上昇しにくくなり、トラブルを防止します。

◆油圧カプラ取り外し後
残圧抜きプラグを使用し、アタッチメント側配管内の圧力を抜く。
⇒次回のアタッチメント取り付け作業時に、配管内の圧力による
　油圧カプラのシール損傷を防止します。

残圧抜きプラグ

トラブルを起こさないために

※セパレート仕様のアタッチメントの場合、
バケット（ロッド側）、アーム（ロッド側）、
ジブ（ヘッド側）の 3 か所に残圧抜きプラ
グを装着しておくことを推奨します。
　なお、N&B 配管の圧力は先端ストップバル
ブから抜くことができます。

アーム（R）

ジブ（H）

バケット（R）

既に機械本体から取り外され保管されているアタッチメントには、残圧抜きプラグを
絶対に取り付けないで下さい。
油圧配管内が高圧の状態で当プラグを取り付けると、油圧カプラのシールが破損する
恐れがあります。


